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【研究実践のポイント】 

◎対話や議論を生む課題設定 

 →単元を通して答えを出せる問いを考える 

◎見方・考え方の獲得（資質能力の獲得） 

 →できるようになったこと（変容の自覚） 

 

【仮説】 

対話や議論を生む課題設定やその課題解決に向

けた毎時間のめあてを示すとともに、資料の選択

や読み取り、答え方や発表の方法等を学習し、め

あてに基づいたまとめや振り返りを行う授業を工

夫していけば、見方・考え方（資質能力）を育む

ことができるであろう。 

【具体的な取組】 

・単元でつけたい力を明確にして、単元を貫く問

を設定し、問題解決につながるような各時間の

めあてを示す。 

・生徒が学習課題（単元ゴール）を意識し、自分

ごととして考え、対話や議論ができるようなめ

あてを時間ごとに示す。 

・学習活動を充実させるために学習過程として、

題把握（動機付けや方向付け）、課題追究（情報

収集や考察・構想）、課題解決（まとめ・振り返

り）に大きく分けて単元の計画を立てる。 

・「視点や方法(考え方)」を用いて課題を追究し

たり解決したりする力を身に付けさせる。 

 

【授業づくり】 

ゴールから課題を設定するために、まずは単元で付

けたい力を確認し、その力を付けるための学びの過

程で「見方・考え方」をはたらかせることができる

ような単元を貫く問いを考える。 

「四万十市の未来のために、私たちに課せられた 

ミッションとは・・・」と問いを設定することで、

生徒自身が共通点や差異に着目しながら身近な課

題を見出す。そして、単元を貫く自らの問いを設

定し、課題追究していく学習を見通しながら、SDGs

の視点と関連付けて考察し見方・考え方をはたら

かせる。 

また、課題追究の場面では日本国内での様々な課 

題を四万十市と関連付けて、「四万十市の○○の課

題から、なぜ今ＳＤＧｓの取組が重要なのか考え

よう」とめあてを設定することで、日本の大きな

課題を身近な自分事としての課題と捉えることが

でき、自分なりに考察し表現させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールドワークの実施 

日本全体の課題と四万十市の課題を自分たちなり

に考えていく中で「他地域でも起こっている課題

はどのようなものか？」「この地域だからこそ起

こっている課題に関することは何か？」という生

徒から出た疑問を解決するためにフィールドワー

クを実施した。地域的特色と一般的共通性を把握

することで課題解決に向けての足掛かりとした。 

 

 

 

 

 



ICTの活用 

考察に必要な情報の収集や考察したことを表現することに

使用したり、個人の考察や表現を全体で共有したりする際

に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の課題追究の場面での振り返り 

・現在の四万十市では主に太陽光発電が多く再生

可能エネルギーを使っているけど、まだ海外から

の資源で発電する方法に頼ってしまっているから

もう少し再生可能エネルギーを使う割合を増やす

べきだと思う。 

・私は⑪の住み続けられるまちづくりが大切だと

思った。理由は、若い世代が自分たちの生まれた

地域に住み続け、家族になり子どもが増えること

で少子高齢化社会を改善できると思うからです。 

・日本では再生可能エネルギーの割合が低く、太

陽光や風力等にもデメリットや課題があるため、

四万十市でも実行は難しいことが分かった。しか

し、環境のためにもできる再生可能エネルギーの

発電を最大限使っていく必要があると思った。 

最後のまとめでは、「自分のＳＤＧｓミッション

と友だちのＳＤＧｓミッションをつなげよう」と

めあてを設定した。生徒個人が準備したプレゼン

を発表しあい、自分の課題解決と他者の課題解決

を向き合わせることで、議論を生ませよりよい課

題解決に向けての時間となるように仕組んだ。 

 

 

 

 

【成果と課題】 

＜成果＞ 

・ＳＤＧｓの観点を最初に学習することで自ら

課題を見つけ、様々な方法を使い課題追究する

ことができた。 

・新学習指導要領の考察の仕方を基にして、各

地方との課題を関連させてつながりをもたせて

考察させることができた。 

・様々な課題を他の地域と比較し、関連付けて

考察させることにより、空間的な広がりに関心

をもたせるなど工夫できた。 

・タブレットを活用することで、様々な方法知

を身につけることができた。 

 

＜課題＞ 

●総合学習との違いをはっきりと授業で出すこ

とができなかった。 

●発表者との意見交換の場面で批判的な意見が

少なく、対立が生まれず議論までには至らなか

った。 

●プレゼンとのつながりを見つける時間を設定

すると議論までつながったのではないか。 

●自分事と当事者性の捉え方について、問題の直

接的な利害関係者と同じ心情や意識に自分たちが

立つこと（つまりその人の心情になりきること） 

はとても困難である。 

 

【今後の改善策】 

○新学習指導要領から、社会科の目標や見方・

考え方を意識した単元づくりを行う。 

○本気で対話や議論を生むように、生徒が必要性

を感じ、ムキになれるような課題を設定する。 

○単元ごとに生徒の振り返りを確認しながら修正

し、次年度に向けての単元構想や授業改善につな

げていく。 

○自分事となる授業づくりは社会科としては多く

なっていく。その際、問題を直視しないことで、

現状の社会的価値が十分な吟味もされず、知らず

知らずのうちに当事者のマイノリティを傷つけて

しまう（「無知による罪」）可能性がある。その

現実を生徒に気付かせることで問題について考え

る意義を捉えさせる。 

日本の地域的特色を考察す

るための情報収集に活用 

Jamboardなどで個人

の思考を全体共有 

フィールドワーク

の際の記録で活用 

個人でまとめた考

察を表現する際に

活用 

Jamboardで個人の思考を全体共

有 


